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動画編集のパソコン購⼊で失敗しないための27のチェックリスト
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三年後も使えるパソコンを買う。

CPUは1ランク上を狙うと⻑持ちする。

フルHD編集なら第11世代以降の Core i5搭載PCでOK。Ryzen5-5XXXシリーズもイイ

Adobe系編集ソフトはコア数よりも定格クロック数が重要。

マザーボードはCPUに合わせて選ぶ。

購⼊すると決めたパソコンは最⼤メモリ搭載量を確認すべし。

YouTube動画編集ならメモリ16GBで⼗分。

After Effectsはメモリ量が多いほど書き出し速度が速くなる。

4K編集 10bit動画編集はメモリ32GBが理想的。

動画編集のパソコンは⼤容量のストレージが必要です。

デュアルストレージが理想 4K編集なら保存ディスクは3TB以上がオススメ。

CドライブはM.2 SSD NVMeで。最低500GBは欲しい。理想は1TB

フルHD編集ならCドライブ 256GB SSDでもOK︕M.2 SSDがイイ。

4K編集なら512〜1TB M.2SSD NVMeと1TB以上の保存⽤SSDの組み合わせが⽬安。

SSDはM.2 SSD PCIe 4.0が良い。SSDの読み書き速度は編集速度にも影響する。

ハイスペックグラボは宝の持ち腐れになるので注意。（必要な⼈はごく⼀部）

動画編集⽤PCのパーツの重要性は CPU ＞ メモリ容量 ＞ ストレージ ＞ グラボ

YouTube動画ならエントリーモデルのグラボでも⼗分です。

4K動画編集はRTX3060がオススメ＆⼈気（更新時）

PremiereProはCore i7 + GeForce GTXエントリーモデルがオススメ。

After Effectsはメモリ量とデータ容量を重視。

DaVinci Resolveはグラフィックカードのグレードアップで性能向上する。

EDIUS ProはCPU性能重視。GPU内蔵のCPUを選ぼう。

動画編集⽤パソコンはメイン機はデスク、サブ機にノートPCがおすすめ。

ノートPC⽤のCPUはデスクトップ⽤よりも性能が劣る。

デスクトップPCに⽐べてノートは割⾼。コスパ重視するならデスクPCで。

低スペックのノートPCでもプロキシ編集をすればOK。
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